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１．はじめに 

これまでの近代語の一人称代名詞に関する研究では、小説の会話部分、落語速記、口語

文典といった話し言葉的性質の強い口語文を主に分析の対象としてきた1。一方で、雑誌『太

陽』（1895～1928 刊）に基づく『太陽コーパス』（国立国語研究所（編）、2005）を用いた分

析から、当時、一人称代名詞は話し言葉的性質の強い口語文のみに出現するのではなく、

例えば論説文のような、書き言葉的性質の強い文章にも多く出現し、その使用実態は話し

言葉的性質の強い口語文のそれとは大きく異なることも明らかにされつつある（近藤、

2008・2011・2012）。本稿では、『太陽コーパス』の比較資料として作成された『近代女性雑

誌コーパス』（国立国語研究所、2006）に形態論情報を新たに付与したデータを利用して、

明治後期から大正期にかけて刊行された女性向け雑誌に出現する一人称代名詞を網羅的に

抽出し、分析対象とする。そして、一人称代名詞の語形と文章の種類との対応関係や、語

形と著者性別・文体との対応関係の点から、文語文体から口語文体へ文体が大きく変化し

た時期における雑誌記事での一人称代名詞の使用実態について、その一部を明らかにする。 

２．形態論情報付き『近代女性雑誌コーパス』 

『近代女性雑誌コーパス』は、明治後期から大正期にかけて刊行された女性向け雑誌に

基づくコーパスである。『女学雑誌』（1894～1895 年刊行分 31 冊）、『女学世界』（1909

年刊行分 6 冊）、『婦人倶楽部』（1925 年刊行分 3 冊）の計 40 冊 1362 記事が収録されて

おり、『太陽コーパス』と比較させながら、当時の女性が読んでいた書き言葉の実態を把

握することが可能な資料となっている（田中、2006）。この『近代女性雑誌コーパス』を

利用することで、雑誌『太陽』の主な読者層からは外れていた女性を対象とする雑誌記事

での一人称代名詞の使用実態の一部が明らかになると考える。また、『太陽コーパス』の

掲載記事のほとんどが男性の著したものであるのに対し、『近代女性雑誌コーパス』の掲

載記事は女性の著したものが多く含まれる。よって、『近代女性雑誌コーパス』から当時

の一人称代名詞使用の男女差について明らかになることも期待される。 

ただし、公開されている『近代女性雑誌コーパス』には、形態素解析による形態論情報

が付与されていない。これはコーパス開発当時、近代語を含めた古い時代の日本語資料に

                                                        
† kondo@ninjal.ac.jp 
1 ある程度の年代にわたる複数の資料を対象に複数の一人称代名詞の分析を行った先行研究として、岡田

（1998）・祁（2006a）（2006b）・那須（1986）・房（2004）などがある。 

313



 

ついて、実用的な精度で形態素解析することが実現されていなかったためである。しかし、

近年になり近代の文語論説文を対象とする形態素解析辞書「近代文語 UniDic」（小木曽、

2009）や旧仮名遣いの口語文を対象とする形態素解析辞書（小木曽、2012）が開発される

など、近代語の資料も実用的な精度で形態素解析できる環境が整ってきた。国立国語研究

所の形態論情報データベース（小木曽・中村、2011）には、これらの辞書を用いて形態素

解析したデータが格納されている。本稿ではこのデータベースの 2013 年 1 月時点のデータ

に基づき、分析・考察を行う。 

なお、形態論情報から得られる『近代女性雑誌コーパス』の延べ語数（記号類除く）は

1,265,905 語である。 

３．一人称代名詞の抽出 

漢文・欧文部分2を除いた『近代女性雑誌コーパス』全体から、次の①～③の手順で一人

称代名詞を抽出した。 

① 形態論情報で品詞が「代名詞」となっている

見出し語を抽出する。 

② ①で抽出された見出し語のうち、一人称代名

詞として用いられるものを選択する3。 

③ ②で選択した見出し語について、コーパスの

ルビ情報や文脈を参照し、解析誤りの修正を

手作業で行う 。また、一人称代名詞の表記に

用いられる主な文字列と同じ出現形をとる代

名詞以外の見出し語についても、一人称代名

詞と新たに見なされるものは修正を行う。さ

らに、出雲（2004）で明治の女性の論説的文

章に用いられる一人称代名詞として挙げられ

ている語形のうち、コーパスの形態論情報で

は代名詞とされていなかった「妹（まい）」

「小妹（しょうまい）」について、新たに文

字列検索を行い、一人称代名詞と見なされる

ものは修正を行った。 

この手順により抽出された一人称代名詞の語形とそ

れぞれの粗頻度と出現記事数を示したものが表 1 であ

る。1 記事に複数の語形が出現する場合、出現記事数は

それぞれの語形で重複してカウントした（表 2 以下も

同様）。27 種類の語形が得られ、一人称代名詞全体の粗

頻度は 4,896 語となった。近藤（2012）の『太陽コーパ

                                                        
2 漢文・欧文部分の抽出は、コーパスの引用タグの種別属性値を使って行った。『女性雑誌コーパス』の

XML タグの仕様は『太陽コーパス』のものに準拠する。『太陽コーパス』の XML タグの仕様については田

中（2005）を参照のこと。 
3 「われ」のように、一人称代名詞だけでなく二人称代名詞・反射指示代名詞といった他の用法でも多く

用いられる見出し語については本稿では考察対象外とした。 

表 1 一人称代名詞の粗頻度 

語形 粗頻度
出現

記事数

わたし 2,025 182

わたくし 930 206

余 614 111

僕 432 52

吾人 201 66

おれ 106 30

わらわ 96 12

我々 80 40

余輩 80 15

それがし 57 18

わし 52 14

妾（しょう） 45 16

あたし 42 8

我輩（わがはい） 41 29

拙者 33 3

妹（まい） 16 2

てまえ 10 7

おいら 8 5

わなみ 6 1

おら 4 4

あたい 5 4

小妹（しょうまい） 5 2

やつがれ 2 2

わて 2 1

あっし 1 1

うら 1 1

わい 1 1

一人称代名詞全体 4,894 555
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ス』での抽出結果と比較すると、『太陽コーパス』に出現せず『女性雑誌コーパス』のみ

に出現する語形として「妾・妹・てまえ・あたい・小妹・やつがれ・わい」の 7 語形があ

げられる。そのうち「妾・妹・あたい・小妹」の 4 語形は女性専用と言える一人称代名詞

であり、女性向け雑誌ならではの出現傾向となっている。 

４．文章の種類と一人称代名詞との対応関係 

次に、表 1 でとりあげた 27 語形について、文章の種類との対応関係について見ていく。

ここでいう文章の種類とは、その書き言葉・話し言葉的性質の強弱により分類するもので

ある。まず、書き言葉的性質の強い文章の代表として「非文学作品である記事の地の文」

を選ぶ。『女性雑誌コーパス』の扱う時期は言文一致の完成する時期に一致し、地の文も

文語文体から口語文体に大きく変化する。このことから、「非文学作品である記事の地の

文」を文語文体のものと口語文体のものにさらに分けることにする。反対に話し言葉的性

質の強い文章の代表として、「文学作品の会話部分」を選ぶ。本稿の分析の観点とする文

章の種類を改めてあげると、（ア）文語地の文（非文学）、（イ）口語地の文（非文学）、

（ウ）口語会話

（文学）の 3 種

類となる。文章

の種類別の本文

の抽出は、コー

パスに XML タ

グによって付与

された各種情報

に基づいて行っ

た4。 

この 3 種の文

章の種類ごとに、

各語形の粗頻度、

出現記事数、お

よびコーパス中

で該当種類の文

章を含む全記事

数を示したもの

が表 2 である。

値が 0 の場合、

空 欄 で 示 し た

（表 3 以下も同

様）。（ ）内の

                                                        
4 地の文は、引用タグによってマークアップされていない部分とした。会話部分は、種別属性値が「会話」

の引用タグによってマークアップされている部分とした。文学作品・非文学作品の区別は、記事タグのジ

ャンル属性値の NDC 番号の左 2 桁が 91～99 および 9X となっているタグでマークアップされている部分

を文学作品とし、それ以外の部分を非文学作品とすることで行った。文語・口語の区別は、記事タグおよ

び引用タグの文体属性値に基づき行った。 

粗頻度 粗頻度 粗頻度

わたし 2 1 (0.2) 457 67 (25.3) 462 52 (29.4)

わたくし 13 3 (0.5) 399 60 (22.6) 89 27 (15.3)

余 258 52 (9.0) 6 4 (1.5) 4 3 (1.7)

僕 1 1 (0.2) 15 7 (2.6) 289 29 (16.4)

吾人 163 46 (8.0) 7 4 (1.5)

おれ 1 1 (0.4) 75 19 (10.7)

わらわ 2 1 (0.2) 1 1 (0.4)

我々 7 5 (0.9) 25 12 (4.5) 25 8 (4.5)

余輩 60 10 (1.7)

それがし 46 13 (2.3)

わし 45 8 (4.5)

妾（しょう） 6 4 (0.7)

あたし 2 1 (0.4) 12 6 (3.4)

我輩（わがはい） 26 17 (3.0) 3 3 (1.1)

拙者 33 3 (1.7)

妹（まい） 16 2 (0.3)

てまえ 1 1 (0.4) 6 4 (2.3)

おいら 7 4 (2.3)

わなみ

おら 3 3 (1.7)

あたい 4 3 (1.7)

小妹（しょうまい） 1 1 (0.2)

やつがれ

わて 2 1 (0.6)

あっし

うら

わい 1 1 (0.6)

コーパス全体記事数 575 (100.0) 265 (100.0) 177 (100.0)

出現記事数

口語会話

語形

文語地の文 口語地の文

出現記事数 出現記事数

表 2 一人称代名詞の文章の種類別粗頻度・出現記事数 
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値はコーパス全体記事数に対する該当語形の出現記事数の割合（単位%）である。 

語形と文章の種類との対応関係を見るために、表 2 の（ ）内の値を用いてコレスポン

デンス分析5を行った。粗頻度ではなく出現記事数に基づく値を用いるのは、一人称代名詞

は特定の記事に集中して用いられる傾向があり、粗頻度を用いた分析ではその特定の記事

の傾向に分析結果が左右されると考えたためである。分析結果から第1次元（寄与率80.26%）

と第 2 次元（寄与率 19.74%）の得点を 2 次元空間上に布置したものが図 1 である。 

図 1 一人称代名詞の語形と文章の種類の散布図 

図 1 から、一人称代名詞の語形と文章の種類との間に強い対応関係が確認でき、文章の

種類との親疎関係から語形を次の A～C の 3 グループに分けることができる。文語地の文に

近い A グループの語形が最も書き言葉的性質が強く、B・C の順に書き言葉的性質が弱く話

し言葉的性質が強くなり、口語会話に近い C グループの語形が最も話し言葉的性質が強い

と見なされる。 

A 「吾人・妾・小妹・それがし・妹・余・余輩・我輩」 

…文語地の文で主に用いられ、口語地の文・口語会話ではほとんど用いられない 

B 「わたくし・わたし・わらわ・我々」 

…口語地の文・口語会話で主に用いられ、文語地の文ではほとんど用いられない 

C 「あたい・あたし・おいら・おら・おれ・拙者・てまえ・僕・わい・わし・わて」 

…口語会話で主に用いられ、文語地の文・口語地の文ではほとんど用いられない 

地の文での一人称代名詞の使用実態は口語会話とは大きく異なることになり、一人称代

                                                        
5 分析には統計分析ソフト R の MASS パッケージの corresp 関数を用いた。 
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名詞全般について考察するためには、分析対象として口語会話だけでなく地の文も含める

必要があることが改めて確認された。 

５．文語地の文の一人称代名詞 

ここからは、地の文に出現する一人称代名詞について特に取り上げ、その使用実態につ

いてより詳しく分析・考察する。まず、文語地の文に出現する一人称代名詞を取り上げる。 

その前提として、コーパス全体における文語地の文を持つ非文学記事（以下、「文語記事」）

の実態を見ていく。表 3 は、文語記事の数量を刊行年・著者性別・記事文体ごとに示した

ものである。1894 年刊行分の記事については 1895 年刊行分と併せて集計した。著者性別は

コーパスに同梱されている著者リスト（authors.xml）に挙げられている著者について、その

著者名や記事内容から判断し、「男」「女」「不明」の 3 種に分類した。無署名および複数著

者の記事はすべて著者性別を「不明」とした。記事文体とは記事中で使用されている文末

辞の種類によって分類するものを言う。ここでは文末辞に「候（そうろ）う」を用いる候

文か否かという観点から記事文体を分類した。地の文に動詞「候う（ソウロウ）」が 1 回以

上出現する文語記事 35 記事のうち、記事の一部分のみが候文になっているものや前代の著

作であるものを除いた 13 記事を「候文」とし、それ以外の記事を「非候文」に分類した。 

表 3 刊行年・著者性別・記事文体別の文語記事数 

 

刊行年ごとの合計記事数の経年変化を見ると、1895 年に 505 記事あった文語記事の数は

年を追うごとに急激に減少し、1925 年に至って 1 記事しかない。これは、文語文体から口

語文体へ文体の基調が大きく変化した当時の書き言葉のありようと相関した変化と言える。

著者性別ごとに記事数の経年変化を見ると、1895 年は男性が著者の記事がほとんどを占め、

女性が著者の記事はわずかであるのが、1909 年は男性が 1 記事に対し女性が 9 記事と記事

数の多寡が逆転していることが分かる。 

また、記事文体と著者性別との対応関係を見るために、通年での値による男女別・記事

文体別の 2×2 クロス表でフィッシャーの正確確率検定6を行ったところ p=.0000 となり、1%

水準で非候文は男性が有意に多く、候文は女性が有意に多いことが確認された。つまり、

女性は「候う」を用いて読み手への配慮を示す文体を多用する傾向があることになる。 

以上の文語記事全体の傾向を踏まえ、文語地の文に出現する一人称代名詞について見て

いく。著者が男性または女性の記事について刊行年・記事文体別に一人称代名詞の語形ご

との出現記事数を示したものが表 4 である。1925 年の文語記事には一人称代名詞が出現し

なかったので表中に載せていない。 

                                                        
6 検定には R の fisher.test 関数を用いた。 

非候文 候文 非候文 候文 非候文 候文 非候文 候文

男 243 4 1 244 4

女 6 3 6 3 12 6

不明 246 3 59 1 306 3

小計 495 10 66 3 1 562 13

合計 575169505

1895 1909 1925 通年
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表 4 文語地の文における一人称代名詞の著者性別・刊行年・記事文体別の出現記事数 

 

まず男性による記事を見ると、非候文のものにのみ一人称代名詞が出現する。この傾向

は、表 3 にある男性による記事の文体別数と相関した結果と考えられる。出現する語形は A

グループの「余・吾人・我輩・余輩・それがし」を中心とし、B グループの「我々」もわず

かに出現する。以下に用例をあげる。 

(1) 余は先般園照マクレーン事件裁判の判决書を英國に申遣はし置きしを以到着次第貴社

にも贈る可し（1984 年 29 号「園照女に関して 其一」佐伯理一郎）7 

(2) 何［なに］を以［もつ］て然［し］か言［い］ふと問［と］ふものあらば、吾［ご］人

［じん］は先［ま］づ「女［ぢよ］學［がく］生［せい］が家［いへ］を成［な］して

評［ひやう］判［ばん］あしき所以［ゆゑん］、何處［いづこ］にありや」と反［はん］

問［もん］せん。（1894 年 31 号「女生徒の卒業と婚嫁」巌本善治） 

なお、C グループの「僕」が 1 記事に出現するが、これは小松（1999）に言う漢文で使用

される聞き手への敬意の強い「僕」に通じるものであり、当時の口語会話に出現する「僕」

とは性質の異なるものである。 

次に女性による記事を見ると、まず「妾・小妹・妹」という女性専用の語形が出現する

点が大きな特徴としてあげられる。一方で、「余」のように主に男性が用いるとされる語形

を女性も用いる場合があることも分かる。以下に例をあげる。 

(3) 小妹事茲に貴欄を愛讀せらるゝ御婦人方に對し數言の祝辭を呈し度御受納の上貴白に

御掲載被下候はゞ幸甚に存じ候。（1895 年 2 号「米国ハリス夫人の寄書」フロラ、ビー、

ハリス） 

(4) 本篇の批評につきては、未だ一冊にまとまりて出板にならぬ先きより、既に諸大家の評

やかましければ更に予の拙評を加ふるの要を見ず。（1895 年 8 号「新刊書」磯松まつ子） 

また、男性による記事とは異なり、A グループの「妾・小妹・妹」や B グループの「わ

たくし」のように候文の記事に出現する語形が認められる。この傾向は、表 3 にある女性

による記事の文体別数と相関した結果である可能性がある。ただし、女性による記事や候

                                                        
7 用例の引用に際し、［ ］内にルビを示し、末尾の（ ）内に刊行年・号数・記事題名・記事著者を示す。 

非候文 候文 非候文 候文 非候文 候文

余 34 34 34

吾人 28 28 28

我輩 11 11 11

余輩 9 9 9

それがし 9 9 9

B 我々 2 2 2

C 僕 1 1 1

非候文 候文 非候文 候文 非候文 候文

妾 1 1 1

小妹 1 1 1

妹 1 1 1

余 1 1 1

我々 1 1 1 1 2

わたくし 1 1 2 2
B

A

合計

A

グループ 語形
1895 1909 通年

合計

女性

グループ 語形
1895 1909 通年

男性
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文の記事の数量自体が少ないため、明確なことは言えない 

語形別に見ると、A グループのうち「余・吾人・我輩・余輩・それがし」は非候文にのみ

出現するのに対し、同じ A グループでも「妾・小妹・妹」は候文にのみ出現する。B グル

ープでは「我々」が非候文のみに出現し、「わたくし」は候文のみに出現する。同じグルー

プ内でも記事文体に対応した使い分けがあったと見られるが、これについても、出現記事

数の少ない語形については明確なことは言えない。文語地の文での語形と著者性別と記事

文体との対応関係については、今後対象資料を広げて分析を重ねる必要があるだろう8。 

６．口語地の文の一人称代名詞 

次に、口語地の文での一人称代名詞の使用実態についてより詳しく見ていく。 

その前提として、コーパス全体における口語地の文を持つ非文学記事（以下、「口語記事」）

の実態を見るため、その数量を刊行年・著者性別・記事文体ごとに表 5 に示す。刊行年と

著者性別の分類については表 3 と同様の処理をした。記事文体は、ここでは常体か敬体か

という観点から分類した。助動詞「です」「ます」の出現回数が 0 回の記事の文体を「常体」、

助動詞「です」「ます」の出現回数が 1 回以上で、かつ動詞「御座る（ゴザル）」＋助動詞

「ます」の出現回数が 0 回の記事の文体を「敬体」、動詞「御座る（ゴザル）」＋助動詞「ま

す」の出現回数が 1 回以上の記事の文体を「敬体（ございます）」として分類した。 

表 5 刊行年・著者性別・記事文体別の口語記事数 

 

刊行年ごとの合計記事数の経年変化を見ると、1895 年には記事数 3 と同年の文語記事数

505 に比較してもわずかであったのが、1909 年には 141 と急増し、同年の文語記事数 69 を

上回るまでになる。1925 年は 121 と 1909 年より記事数が減少するが、同年の文語記事数は

1 であり、非文学記事のほとんどは口語記事であることになる9。文語文体から口語文体へ

文体の基調が大きく変化した当時の書き言葉のありようと相関する変化と言える。著者性

別ごとに記事数の経年変化を見ると、1895 年は女性が著者の記事がないが、1909 年では男

性 27 記事に対して女性 70 記事と女性による記事数のほうが多くなる。しかし、1925 年に

は男性 36 記事に対して女性 18 記事と男性による記事数のほうが多くなる。 

また、記事文体と著者性別との対応関係を見るために、通年での値による記事文体別・

男女別の 3×2 クロス表に χ2 検定10による多重比較（ボンフェローニ法）を行ったところ、

「常体」対「敬体」で p=.0925、「常体」対「敬体（ございます）」で p=.0000、「敬体」対「敬

体（ございます）」で p=.0000 となり、1%水準で常体および敬体は男性で有意に多く、敬体

                                                        
8 出雲（2004）は、清水紫琴・若松賤子らの論説的文章に出現する一人称代名詞について主に『女学雑誌』

で調査し、「吾人・余・余輩・わらわ・妾・小妹・妹・われ・わなみ・わたし・わたくし」等の出現を報告

する。ただし、各語形の候文・非候文文語・口語別の頻度は示されていない。 
9 田中（2006）によれば、著作権の事情から 1925 年分は 1909 年分より公開できた分量が少なく、さらに

1925 年は 1909 年より文学ジャンルの占める割合が高くなっている。非文学の口語記事数が 1909 年より

1925 年で少なくなるのはこれらのことが主に影響していると考えられる。 
10 検定には R の chisq.test 関数を用いた。 

常体 敬体
敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）

男 1 1 11 16 11 21 4 23 37 5

女 8 15 47 9 9 8 24 56

不明 1 19 9 16 16 45 6 35 55 22

小計 1 1 1 38 40 63 27 75 19 66 116 83

合計

通年

2653 141 121

19091895 1925
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（ございます）は女性で有意に多いことが確認された。つまり、口語記事において女性は

男性より読み手に配慮した丁重な文体を用いていることになる。文語記事で女性が候文を

多用する傾向と併せて見れば、当時の女性は文語・口語を問わず、丁重さといった読み手

への配慮がより強く表せる文体を選択する傾向にあったことになる。 

以上の口語記事全体の傾向を踏まえ、口語地の文に出現する一人称代名詞について見て

いく。著者が男性または女性の記事について刊行年・記事文体別に一人称代名詞の語形ご

との出現記事数を示したものが表 6 である。 

表 6 口語地の文における一人称代名詞の著者性別・刊行年・記事文体別の出現記事数 

 

まず、男性による記事を見ると、一人称代名詞の出現する記事は敬体が過半を占め、常

体がそれに続き、敬体（ございます）はほとんどない。この傾向は、表 5 にある男性によ

る記事の文体別数に相関した結果と考えられる。出現する語形は B グループの「わたくし・

わたし・我々」を中心とし、A グループの「吾人・余・我輩」や C グループの「僕」も少

数出現する。以下に例をあげる。 

(5) まづ私［わたし］は、根［こん］本［ぽん］として、新［しん］夫［ふう］婦［ふ］は、

當［たう］然［ぜん］別［べつ］居［きよ］すべきだと云［い］ふ説［せつ］を採［と］

るものです。（1925 年 6 号「当然別居すべきもの」千葉亀雄） 

(6) 先［せん］日［じつ］余［よ］が大［おほ］隈［くま］伯［はく］に遇［あ］つた時［と

き］、伯［はく］は女［ぢよ］史［し］の事［こと］をヒドくほめて、吾［わが］黨［た

う］の女［ぢよ］傑［けつ］ぢやと云［い］つてゐられたが、此［この］分［ぶん］で

は壽［じゆ］命［みやう］も伯［はく］同［どう］樣［やう］百二十五歳［さい］迄［ま

で］は確［たし］かゝも知［し］れぬ。（1909 年 8 号「実践女学校」河岡潮風） 

(7) 僕［ぼく］を女性［をんな］苛［いぢ］めの鬼［おに］でゞもあるやうに思［おも］ふ

てる女［ぢよ］學［がく］生［せい］諸［しよ］君［くん］もあるか知［し］らんが、

女［をんな］に對［たい］しては却々［なか～～］親［しん］切［せつ］な男［をとこ］

で女［ぢよ］學［がつ］校［かう］に教［けう］師［し］たること實［じつ］に十四［よ］

年［ねん］、女［ぢよ］子［し］教［けう］育［いく］にかけては隨［ずい］分［ぶん］

常体 敬体
敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）

吾人 1 3 4 4

余 1 1 1 1 2

我輩 2 2 2

わたくし 5 7 5 7 12

わたし 2 3 2 13 1 4 16 1 21

我々 2 3 4 5 4 9

C 僕 2 1 1 1 3 2 5

常体 敬体
敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）
常体 敬体

敬体（ござ

います）

A 我輩 1 1 1

わたくし 1 6 29 1 1 7 29 37

わたし 4 8 20 5 2 4 13 22 39

我々 1 1 1

C てまえ 1 1 1

合計

合計

女性

グループ 語形
1909 1925 通年

A

B

1909 通年
グループ 語形

1925

B

男性
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の古［ふる］狸［だぬき］である。（1909 年 5 号「卒業生への注文」青柳有美） 

次に女性による記事を見ると、一人称代名詞の出現する記事は敬体（ございます）が過

半を占め、敬体がそれに続き、常体はわずかである。この傾向は、表 5 にある女性による

記事の文体別数に相関した結果と考えられる。出現する語形は B グループの「わたくし・

わたし」を中心とし、B グループの「我々」、C グループの「てまえ」もわずかに出現する。

以下に例をあげる。 

(8) 私［わたくし］は女［ぢよ］子［し］の獨［どく］身［しん］主［しゆ］義［ぎ］を絶

［ぜつ］對［たい］に御［お］止［と］め申［まを］し上［あ］げますが自［じ］分［ぶ

ん］は此［この］境［きやう］遇［ぐう］を天［てん］職［しよく］と感［かん］謝［し

や］して及［およ］ぶ限［かぎ］り働［はたら］くつもりで御［ご］座［ざ］います。

（1909 年 5 号「私の実行する精力主義」嘉悦孝子） 

(9) 次に夫［をつと］も私［わたし］も至つてその讀［どく］書［しよ］家［か］ぢやあり

ませんが、而も愛［あい］書［しよ］家［か］の方［はう］で、小［ちひ］さい建［た

て］物［もの］ですが、裏［うら］に圖［と］書［しよ］館［くわん］も厶［ござ］い

ます。（1909 年 10 号「私の豪奢世界」すみれ女史） 

(10) 堪［たま］らなくなつて男［だん］子［し］は帽［ぼう］を振［ふ］りわれ～～は手

［て］にせる白［しろ］いハンカチーフを上［うへ］に捧［さゝ］げた。（1909 年 10 号

「夏の新橋驛」秋雨） 

なお、A グループの「我輩」の例は「我輩は下女である」という記事題名中に用いられた

ものであり、該当記事本文では「わたし・わたくし」が出現することから、例外的なもの

と見なしてよい。 

語形別に見ると、A グループの「吾人・余・我輩」と B グループの「我々」と C グルー

プの「僕」は常体および敬体の記事に出現し、敬体（ございます）の記事には出現しない。

ただし、これらの語形の出現する文脈を確認すると、男性による記事のうち、「余」の出現

する敬体の 1 記事、「吾人」の出現する敬体の 2 記事、「我輩」の出現する敬体の 2 記事、「僕」

の出現するに 1 記事ついては、記事文体は敬体に分類したものの記事中の一部を占める常

体の文中にこれらの語形が出現していることがわかった。また、女性による記事に出現す

る「我輩」については、上述のとおり例外的なものであった。整理すると、A グループの「余・

我輩」は常体の記事のみに出現し、A グループの「吾人」と B グループの「我々」と C グ

ループの「僕」は常体および敬体の記事に出現していることになる。一方 B グループの「わ

たくし・わたし」は常体・敬体の記事だけでなく敬体（ございます）の記事にも出現する。

書き言葉的性質の強い A グループは常体・敬体に出現し、A グループよりも話し言葉的性

質の強い B グループは敬体（ございます）に出現する傾向にあるとおおよそ言えるが、B・

C グループにありながら敬体（ございます）に出現しない「我々・僕」のような語形もあり、

語形の持つ書き言葉・話し言葉的性質の強弱と記事文体との間に対応関係があるとは単純

には言い切れない。同じグループに属する語形であっても、さらにその内部で記事文体に

対応した使い分けがあったと考えるのが穏当であろう。一人称代名詞の語形と記事文体と

の対応関係については、今後、調査対象資料を広げてさらに分析を深めたい。 

７．おわりに 

以上、形態論情報付き『近代女性雑誌コーパス』を用いて、主に非文学記事の地の文で

の一人称代名詞の使用実態について分析・考察した。記事著者の性別と記事文体との間に

は対応関係あることがまず確認でき、さらに記事文体に応じて一人称代名詞が使い分けら
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れている傾向が見られた。実際の記事の執筆においては、一人称代名詞の選択より先に、

著者性別に応じた記事文体の選択があったと考えるほうが自然であるならば、一人称代名

詞の出現傾向は記事文体の出現傾向に強く影響を受け、その記事文体の出現傾向は著者性

別の傾向に影響を受けていることになる。当時の記事地の文の一人称代名詞の使用実態を

解明するためには、その前提として当時の著者性別ごとの記事文体の使用実態を把握する

ことが重要であることが、本稿の考察から確認された。 

記事文体と一人称代名詞の語形との対応関係については、『近代女性雑誌コーパス』のテ

キスト量が分析に十分ではなかったことや記事文体の認定方法に一層の工夫が必要であっ

たことなどから、本稿では精緻な考察までたどりつけなかった。これらの問題点について

改善をはかり、さらに考察を進めていきたい。 

文献 

石川慎一郎、前田忠彦、山崎誠（編）（2010）『言語研究のための統計入門』、くろしお出版 

出雲朝子（2004）「女性の文章と近代」『日本語学』23:7、pp.27-37 

岡田賢二（1998）「明治期の東京語における人称代名詞の研究―明治・大正期の落語の速記本にあらわれた

一、二人称代名詞―」『埼玉大学国語教育論叢』2、pp.34-58 

小木曽智信（2009）『科学研究費補助金研究成果報告書 近代文語文を対象とした形態素解析のための電子

化辞書の作成とその活用』（http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?UniDic よりダウンロード可） 

小木曽智信（2012）「旧仮名遣いの口語文を対象とした形態素解析辞書」『じんもんこん 2012 論文集』2012:7、

pp.25-32 

小木曽智信、中村壮範（2011）『特定領域研究「日本語コーパス」平成 22 年度研究成果報告書 『現代日

本語書き言葉均衡コーパス』形態論情報データベースの設計と実装 改訂版』（JC-U-10-01） 

祁福鼎（2006a）「明治時代語における自称詞の使用実態と使用規範について」『文学研究論集』24、pp.45-61 

祁福鼎（2006b）「明治時代語における自称詞の推移と位相について」『明治大学日本文学』32、pp.95(1)-78(18) 

国立国語研究所（編）（2005）『太陽コーパス―雑誌『太陽』日本語データベース』博文館新社 

小松寿雄（1999）「キミ・ボク対使用補考」『学苑』705、pp.68-77 

近藤明日子（2008）「近代語における一人称代名詞「よ」「わがはい」―『太陽コーパス』を資料として―」

『社会言語科学』11:1、pp.116-124 

近藤明日子（2011）「『太陽コーパス』に見る一人称代名詞「吾人（ごじん）」―「余（よ）」との比較から

―」『近代語研究』16、pp.63-80 

近藤明日子（2012）「単語情報付き『太陽コーパス』を用いた一人称代名詞の分析」『日本語学会 2012 年度

秋季大会予稿集』pp.229-234 

田中牧郎（2005）「言語資料としての雑誌『太陽』の考察と『太陽コーパス』の設計」『雑誌『太陽』によ

る確立期現代語の研究―『太陽コーパス』研究論文集―』博文館新社、pp.1-48 

田中牧郎（2006）「『近代女性雑誌コーパス』の概要」『日本学術振興会科学研究費補助金研究成果報告書 基

盤研究(B) 「20 世紀初期総合雑誌コーパス」の構築による確立期現代語の高精度な記述』pp.55-62

（http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/cmj/doc/19w-mag-summary.pdf よりダウンロード可） 

那須小代美（1986）「三遊亭円朝の人情噺における人称代名詞の考察」『国文研究』32、pp.38-52 

房極哲（2004）「近代語における一、二人称代名詞の変遷について」『日本文化學報』21、pp.1-15 

関連 URL 

R  http://www.r-project.org/ 

『近代女性雑誌コーパス』 http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/cmj/woman-mag/ 

近代文語 UniDic http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?UniDic 

322


	近代女性向け雑誌記事における一人称代名詞の分析―形態論情報付き『近代女性雑誌コーパス』を用いて―（近藤 明日子）
	１．はじめに
	２．形態論情報付き『近代女性雑誌コーパス』
	３．一人称代名詞の抽出
	４．文章の種類と一人称代名詞との対応関係
	５．文語地の文の一人称代名詞
	６．口語地の文の一人称代名詞
	７．おわりに
	文献
	関連URL



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




